
年度 大腸がん 子宮がん

平成２５年度 2.2% 16.1%

平成２６年度平成２６年度平成２６年度平成２６年度 2.0%2.0%2.0%2.0% 18.2%18.2%18.2%18.2%

平成２７年度 2.2% 18.4%

平成２３年度 38.1% 18.6%

平成２４年度平成２４年度平成２４年度平成２４年度 37.3%37.3%37.3%37.3% 19.4%19.4%19.4%19.4%

平成２５年度 36.2% 18.0%

平成２１年度 26.6% 10.8%

平成２２年度平成２２年度平成２２年度平成２２年度 24.3%24.3%24.3%24.3% 15.7%15.7%15.7%15.7%

平成２３年度 40.4% 15.0%

青梅市 平成22年度

・クーポン事業を開始したタイミングと重なったこと
・年度初めに全ての検診・健診内容を一覧にしたハガキ（官製はがき）を４０～７
０歳の５歳刻みの方に送付（平成２８年度は２０歳からの５歳刻みに拡大して実
施）
・職員作成のがん検診周知ポスターを特定健診実施医療機関に掲示

三鷹市 平成26年度

平成２６年度に全てのがん検診に自己負担導入

・平成２８年から特定健診と大腸がん検診の同時受診を開始
・乳がんのみ、３０歳に勧奨通知を送付
・クーポン事業
・市報と検診・健診内容一覧「健康ガイドみたか」の全戸配布。

日野市 平成24年度

・４０歳に勧奨通知（A4サイズの圧着ハガキ）を送付
・クーポン事業（平成２９年度まで実施予定）
・乳がん、子宮がんは、補助金を活用して勧奨
・未受診の方の中から世代を絞って勧奨ハガキ（官製はがきor圧着ハガキ）を送付

有料化先進市の取組み有料化先進市の取組み有料化先進市の取組み有料化先進市の取組み
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